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論文迎目
Malaria prevalence, knowledge, perception, preventive and treatment behavwr 
among military in Champasak and Attapeu, Lao PDR a mixed methods study. 

審査要旨 (20 0 0字以内）

本論文は、ラオス人民民主共和国南部の 2つの県で従軍する兵 I:を対象に、マラリア感染割合、

マラリア感染に開する知識、認識、予防および治療行動を評価した研究である，313名の兵 1沼を対

象とした、主にリアルタイム PCRi去によるマ ラリ ア感染調杏で、感染割合が 11.2%であり、内訳と

して Plasmodiumvirax車感染が 82.9%を占め、感染者のう ち無症候が 97.1%である ことを示し

た また、インタビュー法による＇費的調杏により、半数以上の兵七がマラ リアがハマダラカ吸血：こ

より感染する知識を有してし、ないこと、虫除けネット、蚊(})駆散薬、蚊取り線香などの十分な蚊除

!t対策が取られてし、なtヽ ことを明らかにしたc さらにマラリア感染時には、医療機1月の受診前に自

身で抗蘭剤、解熱鮒癖剤、などの伝統的治療法を施していることが'j'IJ明したC マラリア感染千防の

ため、国によるマラリアコントロールプログラ ムで、 I・ 分で適切な健康教育、予防器具、1足療施設

での治療が提供されるべきと結んでいたc

同国南部において、森林地梢で従軍する兵七がマラリアに感染する割合が，じiし、事を明らかに した



初めての論文であり、さらに国に対して予防対策の必要性を説く極めて価値の高い論文である。申

請者は予備審査で指摘された論文にはない国への提言も示し、これは同国の保健医療および国力の

向上に寄与することが期待される。

最終試験では予備審査時に指摘された医療コスト削減の可能性、マラリアの知識と感染陽性との

関連、検査方法についての質問にも明確に答えることができ、口頭による学力を確認することがで

きた。また本論文はすでに国際的学術誌である布apicalMedicine and Healthに採択されている。

以上のことより、本審査会ではVILAYPhoutnalong氏の学位論文および最終試験を合格とした。
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